
香美地区

令和2年４月1日より、 ＪＡ高知県 香美地区の新たな仲間となった新規採用職員をご紹介します。

～新規採用職員のご紹介～

① 田中 和（22）
② 土佐山田支所　
    土佐山田集出荷場
③ バレーボール 
④　当たり前のことをおろそかにし
ないようにします。

た なか なぎ

① 河野 日向子（22）
② 土佐山田支所　信用課
③ ピアノ
④　社会人一年目、より多くの知
識を学びたいです。

こう の ひ な こ

① 田淵 悠大（22）
② 香美営農経済センター
    営農指導課（営農指導） 
③ 体を動かすこと、野球
④　何事も諦めずに頑張ります。

た ぶち ゆう だい

① 田中 ほのか（22）
② 地区本部　組合員課 
③ k-popを聴くこと、
　 外国のドラマを見ること
④　早く仕事を覚えて、組合員さん
からも職員からも愛される職員
になりたいです。

た なか

① 濱口 和希（22）
② 土佐山田支所　共済課
③ サッカー、体を動かすこと
④　少しでも多くの人の役に立ちた
いです。

はま ぐち かず き

① 寺内 夢実（18）
② 香我美支所　信用課
③ 食べること、読書
　 電卓検定一級を持っています！ 
④　わからないことだらけで不安も
ありますがとにかく挑戦、チャレ
ンジで頑張りたいと思います。

てら うち ゆめ み

① 道脇 理絵（22）
② 野市支所　共済課
③ 旅行、史跡巡り
　 中高と吹奏楽部でチューバを
　 吹いていました。
④　様々な角度から物事を考えて、
行動していきたいと思います。

みち わき り え

① 名前　　② 配属先　　③ 趣味・特技　　④ 抱負

宜しくお願いします ！ ！

④　新社会人としてまずは、社会
人の基礎を身に付けたいと思い
ます。

ほう じ あ ゆ の

① 傍士 愛夕乃（20）
② 夜須支所　購買課
③ 映画鑑賞 



笑顔がステキでした♪
吉川 洋充さん（32）

夜須支所
管内より

　かしこくてお利口さんな ちゃちゃまる君は、
現在３才☆  おすわり・お手・おかわり・伏
せ・ちょうだいの他にも、名前を呼ぶと手をあ
げたり、ボールをキャッチした後にハイタッチす
るなど、特技がたくさんあります ！
　そんなちゃちゃまる君のお楽しみは、庭で遊
ぶこと♪  散歩のあとの日課になっており、「は
やくはやく ！ 」とリードを庭のロープに付け替え
てくれるのを待っています♬

「ちょうだい」が可愛すぎる♡
ちゃちゃまる（♂）

　温かな笑顔で迎えて下さった洋充さん。家
族と共に、70アールのハウスでみかんを栽培
しています。就農して約10年になる洋充さんの
座右の銘は「継往開来（けいおうかいらい）」。
過去のものを受け継ぎ、未来を切り開くという
意味があります。「両親から受け継いだものを
大切にしながら、自分の技術と合わせ、新しい
未来を切り開いていきたい」とこれからの目標
を話してくれました ！

地区本部
より

香我美支所管内より

 よしかわ　 ひろみつ

みぞ ぶち　あや　こ

　ハナちゃんは現在10才で、飼い主さんの後
をついて回る甘えん坊さん。飼い主さんが朝ト
イレに行くと「なでてなでて～♪」といわんば
かりに、ドアの前でお腹を見せて待っています。
　モモちゃんは、甘えん坊さんな上に嫉妬深い
そう ！  普段は２匹で仲良く寝ているのに、どち
らかが甘え始めると、飼い主さんの愛情争奪戦
が起こります ！ ！  勝利するのは毎回モモちゃん ！
人気者の飼い主さんは幸せ者ですね～☆

愛の争奪戦のゆくえは…
ハナちゃん（上）・モモちゃん（下）

　あっちゃんこと文子さんの特技は、腹話術 ！
文子さんが養護教諭だった頃、腹話術で話を
すれば、児童が興味を持って聞いてくれるので
はないか？と考え、始めてみたそうです。それが
きっかけで、現在でも特別養護老人ホーム三
宝荘や児童クラブ、地域の敬老会など様々な
施設で公演をしています。
　文子さんと一緒に写真に写っているのは、
相棒のケンちゃん ！  とってもオシャレでキュート
なケンちゃんの決めセリフは「永遠の５才！」。
十八番は「手のひらを太陽に」だそうです♪

ケンちゃんは永遠の５才！！
溝渕 文子さん（64）

野市支所管内より



梨の授粉作業をする土本さん

香美地区版

今月号は地区内だけでなく、他地区の取り組みも紹介します！

女性部が手作りマスク贈呈

　

女
性
部
土
佐
香
美
地
区
は
４
月

21
日
、Ｊ
Ａ
香
美
地
区
に
手
作
り
マ

ス
ク
３
０
０
枚
を
贈
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
集
出
荷
場
の
作
業
員
用
マ
ス
ク

が
不
足
し
て
い
る
事
態
を
受
け
、
森

田
祐
輔
統
括
常
務
が
女
性
部
に
マ

ス
ク
の
作
成
を
依
頼
。
各
支
部
長
ら

の
積
極
的
な
呼
び
か
け
で
、
総
勢
52

名
の
部
員
で
協
力
し
、
１
週
間
ほ
ど

で
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
は
ノ
ン
ワ
イ
ヤ
ー
で
、
肌

触
り
の
良
い
ゴ
ム
を
使
用
し
使
い
や

す
さ
を
重
視
。
立
体
型
や
プ
リ
ー
ツ

型
、
そ
し
て
布
は
柄
物
に
し
、
少
し

で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
柳
田
貴
美
子
部
長

ら
が
、
常
勤
役
員
に
マ
ス
ク
を
手
渡

し
で
贈
呈
。
森
田
統
括
常
務
は
「
急

遽
依
頼
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く

賛
同
し
て
頂
き
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
を
述
べ
ま
し
た
。
柳
田
部
長
は

「
３
０
０
枚
も
の
マ
ス
ク
を
短
期
間

で
手
作
り
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
が
、
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
協
力
し
た
い
と
強
く
思
い
承

諾
し
た
。
部
員
ら
の
気
持
ち
が
集
結

し
た
マ
ス
ク
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

柳田部長（右）が森田統括常務にマスクを手渡す様子

地区本部

安芸地区

土長地区仁淀川地区

幡多地区 高知地区

南国市産シシトウをラジオでＰＲ梨受粉　梵天で作業

　

南
国
市
で
シ
シ
ト
ウ
を
栽
培
し
て

い
る
山
本
修
平
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
４

月
21
日
、Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
に
よ
る

ラ
ジ
オ
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
シ

シ
ト
ウ
中
央
部
会
長
を
務
め
る
山
本

さ
ん
は
、
天
敵
昆
虫
を
活
用
し
て
農

薬
を
限
り
な
く
減
ら
す
「
エ
コ
シ
ス

テ
ム
栽
培
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
収
録
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
距

離
を
と
っ
て
対
面
し
な
い
形
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
、「
若
い

世
代
が
増
え
て
い
る
シ
シ
ト
ウ
農
家

だ
か
ら
こ
そ
、
情
報
共
有
を
大
切
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
川
支
所
果
樹
部
会
長
の
土
本

誠
さ
ん
は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
、
梨
の
授
粉
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
梵
天
を
使
っ
て
開

花
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
授
粉
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
本
さ
ん
の
果
樹
園
で
は
70

ア
ー
ル
で
３
０
０
本
の
梨
を
栽
培
。

品
種
は
「
新
高
」「
幸
水
」「
豊
水
」

「
あ
き
づ
き
」
な
ど
の
定
番
品
種
の

ほ
か
、
希
少
種
「
土
佐
の
り
ょ
う

ま
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

土
本
さ
ん
は
「
天
候
に
気
を
付

け
て
管
理
を
し
、
良
い
品
質
の
も

の
を
届
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

宿
毛
支
所
で
は
４
月
２
日
か
ら
小
夏

の
出
荷
が
始
ま
り
、
同
月
10
日
ま
で
は

早
生
品
種
の
「
宿
毛
小
夏
」、
そ
の
後
は

中
生
品
種
、
晩
生
品
種
の
順
で
出
荷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宿
毛
市
は
県
内
の
小
夏
の
主
産
地
で

す
。
文
旦
の
授
粉
用
に
小
夏
の
栽
培
が

始
ま
り
、
現
在
は
宿
毛
支
所
小
夏
部
会

の
20
人
が
同
支
所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

同
市
20
ア
ー
ル
で
小
夏
を
栽
培
す
る
部

員
の
浜
田
斐
斗
さ
ん
は
「
今
年
は
鳥
除

け
の
ヒ
モ
を
設
置
し
て
鳥
害
が
減
っ
た
。

寒
さ
除
け
な
ど
の
た
め
に
袋
か
け
も
し

て
い
る
の
で
、
品
質
・
味
と
も
に
良
好
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

小夏出荷 選手を食と農で応援！

　

仁
ノ
地
区
青
壮
年
部
は
Ｊ
リ
ー
グ
を
目
指
す

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
高
知
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｓ
Ｃ
」
を
農
業
と
食
の
方
面
か
ら
応
援
し
よ
う
と
、

ク
ラ
ブ
関
係
者
を
招
い
て
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
仁
ノ
地
区
の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
・
新

階
康
雄
さ
ん
が
「
選
手
を
応
援
す
る
こ
と
で
農
業

と
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
両
方
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
、
青
壮
年
部
員
や
Ｊ
Ａ
が
協
力
し
、

休
耕
田
を
利
用
し
て
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
同
ク
ラ
ブ
の
吉
本
岳
史
コ
ー
チ
ら
が

田
植
え
機
に
乗
り
、
部
員
に
操
作
を
教
わ
り
な
が

ら
20
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
植
え
付
け
ま
し
た
。
収

穫
は
８
月
の
予
定
で
、
９
０
０
㎏
程
度
の
収
量
を

見
込
み
、
米
は
寮
生
活
を
し
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
の

選
手
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

箱詰めされる宿毛小夏 ＪＡ青壮年部員から指導を受ける吉本コーチ

取材を受けるシシトウ農家の山本修平さん㊧

「北川モデル」栽培開始
ユズ専業農家100戸目指す

基盤整備された農地でユズを定植する平岡副支部長

　

北
川
村
で
３
月
末
か
ら
、
新
た
な
農

地
集
約
に
よ
る
ユ
ズ
の
栽
培
が
始
ま
り

ま
し
た
。
事
業
は
「
北
川
モ
デ
ル
」
と

し
て
県
内
外
の
自
治
体
か
ら
の
関
心
も

高
く
、
村
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
ユ

ズ
専
業
農
家
１
０
０
戸
の
育
成
・
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　

栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
介
し
て
基
盤
整
備
さ
れ
た

園
地
。
村
や
個
人
の
所
有
す
る
農
地
を

機
構
が
借
り
受
け
、
県
が
整
備
を
担
い

ま
す
。
機
構
を
介
す
る
こ
と
で
、
基
盤

整
備
の
農
家
負
担
が
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
整
備
後
は
、
９
戸
が
５
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
栽
培
す
る
予
定
で
す
。

　

柚
子
部
北
川
支
部
の
平
岡
大
助
副
支

部
長
は
、
規
模
拡
大
に
同
事
業
を
活
用
。

園
地
20
ア
ー
ル
へ
、
苗
１
３
０
本
を
定

植
し
ま
し
た
。
平
岡
副
支
部
長
は
「
地

域
は
山
奥
か
ら
廃
っ
て
い
く
の
で
、
人

が
入
る
こ
と
で
土
地
を
循
環
さ
せ
た

い
」
と
ユ
ズ
と
地
域
を
守
り
ま
す
。

　

同
村
産
業
課
の
三
木
悌
二
課
長
は

「
今
後
も
基
盤
整
備
を
進
め
、
生
産
性

の
高
い
農
地
を
確
保
し
、
栽
培
技
術

の
底
上
げ
を
図
り
た
い
。Ｕ
タ
ー
ン
な

ど
の
新
規
就
農
者
も
育
成
し
、
レ
ベ

ル
の
高
い
専
業
農
家
、
い
わ
ゆ
る
起

業
家
農
業
者
を
確
保
し
た
い
」
と
強

調
し
ま
し
た
。
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

根
深
ネ
ギ
の
植
え
付
け
と
そ
の
後
の

管
理
の
要
点

　

春
３
月
に
種
ま
き
し
た
根
深
ネ
ギ
（
白
ネ
ギ
）
の

植
え
付
け
は
、
苗
の
太
さ
が
１
㎝
内
外
に
育
っ
た
７
月

中
〜
８
月
上
旬
が
適
期
で
す
。

　

大
き
く
育
っ
た
苗
は
、
こ
の
頃
に
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

や
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
や
さ
び
病
、
べ
と
病
な

ど
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
苗
床
で
は
殺
虫
剤
や
殺

菌
剤
を
散
布
し
て
防
除
し
て
お
き
ま
す
。
ネ
ギ
の
葉

は
薬
剤
が
付
き
に
く
い
の
で
、
展
着
剤
を
加
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

苗
床
か
ら
抜
き
取
る
に
は
、
根
元
に
く
わ
を
打
ち

込
み
、
根
を
た
く
さ
ん
付
け
る
よ
う
配
意
し
て
行
い

ま
す
。

　

抜
き
取
っ
た
苗
は
、
大
、
中
、
小
ぐ
ら
い
に
分
け

て
植
え
付
け
ま
す
。
こ
う
す
る
と
畑
で
土
寄
せ
、
追

肥
を
す
る
と
き
に
、
大
き
さ
別
に
区
別
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
好
都
合
で
す
。

　

植
え
付
け
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
き
ち
ん
と
し
た

植
え
溝
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
列
の
間
隔
を
80

〜
90
㎝
取
り
、
く
わ
幅
の
30
㎝
ぐ
ら
い
の
深
さ
の
溝
を

き
ち
ん
と
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

溝
が
崩
れ
な
い
よ
う
上
手
に
作
る
に
は
、
前
作
が

終
わ
っ
た
ら
前
作
の
残
さ
や
草
な
ど
を
片
付
け
、
耕

や
さ
な
い
で
表
面
を
硬
く
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

　

大
き
さ
を
そ
ろ
え
た
苗
は
、
階
級
ご
と
に
３
〜
４

㎝
間
隔
に
、
壁
面
に
立
て
掛
け
る
よ
う
に
し
て
垂
直

に
植
え
付
け
ま
す
。
植
え
た
後
、
根
元
に
２
㎝
ぐ
ら

い
土
を
掛
け
、
苗
が
倒
れ
な
い
よ
う
根
元
を
足
で
踏

み
付
け
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
す
ぐ
に
溝
い
っ
ぱ
い
に

稲
わ
ら
、
干
し
草
な
ど
を
入
れ
、
倒
れ
な
い
よ
う
、

ま
た
夏
の
乾
燥
、
防
暑
を
図
り
ま
す
。
植
え
付
け
時

に
は
肥
料
は
ま
っ
た
く
与
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
新
根
の
発

生
を
促
し
ま
す
。

　

次
は
、
追
肥
と
土
寄
せ
管
理
で
す
。

　

夏
の
暑
さ
が
遠
の
き

始
め
る
と
ネ
ギ
は
生
育

を
始
め
新
葉
が
増
え

て
き
ま
す
。
こ
の
頃
、

溝
の
肩
の
部
分
に
肥
料

（
化
成
肥
料
・
有
機
配

合
な
ど
）
を
施
し
、

く
わ
で
軽
く
土
と
混

ぜ
合
わ
せ
て
溝
の
中
に

落
と
し
込
み
ま
す
。

　

９
月
下
旬
こ
ろ
か
ら

は
盛
ん
に
生
長
し
ま
す

の
で
、
15
〜
20
日
置
き

に
第
２
回
、
第
３
回
と
追
肥
、
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

全
体
的
に
は
追
肥
の
重
点
は
前
半
期
に
、
土
寄
せ
は

後
半
に
し
、
長
い
軟
白
部
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

台
風
・
強
風
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、
早
め
に
畑
を
見

回
り
、
植
え
溝
内
の
排
水
を
図
り
ま
す
。
ネ
ギ
の
根

は
乾
燥
に
は
強
い
の
で
す
が
、
湿
害
に
は
大
変
弱
い
の

で
、
対
策
は
急
を
要
し
ま
す
。
風
に
よ
る
倒
れ
は
曲

が
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に

起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

大 

葉
さ
び
病

オ
ク
ラ

　

空
気
中
を
浮
遊
す
る
病
原
菌
の
胞
子
が

果
実
表
面
や
枯
葉
に
付
着
し
発
病
す
る
。
収

穫
後
の
高
温
多
湿
条
件
下
で
発
生
が
増
え

る
。
初
期
に
は
表
皮
に
微
小
な
黒
点
を
生

じ
、
融
合
し
て
黒
色
〜
黒
褐
色
の
不
整
形
病

斑
と
な
る
。
ア
ー
リ
ー
フ
ァ
イ
ブ
な
ど
五
角

オ
ク
ラ
で
は
稜
部
に
沿
っ
て
擦
り
傷
状
の

黒
斑
を
生
じ
、
発
病
が
進
む
と
果
実
内
部
ま

で
黒
変
す
る
。

〈
防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〉

①
定
期
的
（
10
日
〜
14
日
に
１
回
を
目
安
）

に
薬
剤
で
予
防
を
す
る
。

　

ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
（
５
０
０
０
倍
）、

ロ
ブ
ラ
ー
ル
水
和
剤
（
２
０
０
０
倍
）

等
、
登
録
農
薬
を
散
布
す
る
。

②
収
穫
時
は
高
温
多
湿
条
件
で
発
生
が
助
長

さ
れ
る
た
め
、
速
や
か
に
出
荷
す
る
。
ま

た
、
雨
天
日
に
収
穫
す
る
場
合
、
防
水

シ
ー
ト
を
敷
き
出
荷
す
る
。

　

多
湿
条
件
下
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、

咲
き
終
わ
っ
た
花
弁
か
ら
感
染
発
病
し
、
茎

葉
や
果
実
に
付
着
し
た
病
原
菌
が
発
芽
・
感

染
し
て
発
病
す
る
。
果
皮
に
は
微
細
な
黒
色

〜
黒
褐
色
の
斑
点
を
生
じ
拡
大
・
融
合
し
灰

色
の
カ
ビ
を
生
じ
る
。

〈
防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト
〉

①
定
期
的
（
10
〜
14
日
に
１
回
を
目
安
）
に

薬
剤
で
予
防
す
る
。
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
２
０
０
０
倍
）、
ロ
ブ
ラ
ー
ル
水

和
剤
（
２
０
０
０
倍
）
等
、
登
録
農
薬
を

散
布
す
る
。

②
摘
葉
し
た
葉
や
不
良
果
、
花
な
ど
は
、
圃

場
内
に
放
置
す
る
と
伝
染
源
に
な
る
た
め

圃
場
外
に
持
ち
出
す
。

③
葉
が
込
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、
湿
気
が

溜
ま
り
易
い
た
め
摘
葉
を
行
な
い
、
同
時

に
換
気
を
し
っ
か
り
行
な
い
湿
度
を
下
げ

る
。

被害症状（葉表）

被害症状（葉裏）

　

シ
ソ
の
葉
裏
に
、
黄
色
〜
橙
色
を
し
た
小

型
の
粒
状
病
斑
が
発
生
し
ま
す
。

　

病
斑
か
ら
は
、
や
が
て
黄
色
い
粉
状
の
胞

子
が
生
じ
、
拡
散
す
る
こ
と
で
、
近
隣
の
株

に
移
っ
て
い
き
ま
す
。

　

葉
の
表
側
に
は
胞
子
は
生
じ
ま
せ
ん
が
、

進
行
す
る
と
、
表
側
か
ら
褐
色
の
斑
点
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
下
位
の
葉
か

ら
順
番
に
上
位
の
葉
へ
発
病
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

露
地
栽
培
で
は
５
月
〜
秋
ご
ろ
、
施
設
栽

培
で
は
周
年
発
生
し
、
夏
期
高
温
時
は
発
生

が
一
時
的
に
減
少
し
ま
す
。

発
生
、
症
状
と
被
害
の
様
子

　

発
生
初
期
で
の
徹
底
防
除
が
大
切
で
、
多

発
す
る
と
防
除
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

罹
病
し
た
株
や
葉
は
感
染
源
と
な
る
た

め
、
圃
場
内
に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
葉
の
裏
側
に
発
生
す
る
た
め
、
発
見
が

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
、
早
期
防
除
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
肥
料
切
れ
は
発
病
を
助
長
す
る
た

め
、
追
肥
を
適
度
に
行
い
、
肥
料
切
れ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
薬
剤
は
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ

ル
、
カ
リ
グ
リ
ー
ン
、
サ
ン
リ
ッ
ト
水
和
剤

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
に
よ
っ
て
希
釈
倍

数
、
使
用
時
期
や
使
用
回
数
が
異
な
る
の

で
、
登
録
の
確
認
を
行
い
、
適
切
な
防
除
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

同
系
統
薬
剤
の
連
用
は
、
耐
性
菌
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

防
除
対
策

【
露
地
栽
培
】
〜
果
実
黒
斑
病
〜

【
施
設
栽
培
】
〜
灰
色
か
び
病
〜




